
臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

10
月
か
ら
環
境
管
理
事
務
所
に

お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
29
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
７
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
９
月
９
日
㈮
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
９
月
13
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

稲
わ
ら
の
処
理
に
つ
い
て

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
大
雨
や
台
風
時
の
雨
水

と
共
に
水
路
に
流
れ
込
み
、
水
路

や
設
備
が
詰
ま
っ
た
り
、
漁
港
や

漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に
稲
わ
ら

が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発
生
し
、

関
係
者
は
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
残

暑
厳
し
き
折
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
稲
刈
り
後
は
速
や
か
に
ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕
転
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

障
が
い
を
越
え
て 

～

　
「
障
が
い
を
負
っ
て
い
る
の
は
障
が
い
者
で
は
な

く
参
加
を
阻は

ば

ん
で
い
る
社
会
で
あ
る
」。

　

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
障
が
い
者
運
動
指
導
者
フ

ラ
ン
ク
・
ボ
ウ
の
言
葉
で
す
。

　

毎
月
の
市
長
通
信
は
、
印
刷
の
関
係
で
前
の
月
の

中
旬
が
原
稿
の
締
切
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
こ

の
文
章
は
８
月
15
日
、
終
戦
の
日
の
夜
、
執
筆
し
て

い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大

会
も
折
り
返
し
点
を
迎
え
、
日
本
は
柔
道
や
水
泳
、

体
操
な
ど
を
中
心
に
予
想
以
上
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
が
続
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

筆
を
進
め
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
７
日
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
９
日
か
ら
始
ま

る
、
ボ
ー
ト
競
技
ロ
ー
イ
ン
グ
・
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

（
男
女
２
人
こ
ぎ
）
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
羽
ノ
浦
町
出
身
の
有あ

り

吉よ
し

利り

枝え

さ
ん
（
37

歳
）
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
彼
女
は
、
１
９
９
８
年
、

富
岡
東
高
校
を
卒
業
後
、
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た

航
海
士
を
め
ざ
し
て
名
門
東
京
商
船
大
学
（
現
在
の

東
京
海
洋
大
学
）
に
入
学
。
日
本
丸
で
世
界
の
海
を

相
手
に
経
験
を
積
み
、
卒
業
後
は
、
横
浜
港
で
船
舶

に
水
路
情
報
を
送
る
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
５
年
、
バ
イ
ク
を
運
転
中
、
大

型
ト
レ
ー
ラ
ー
と
の
交
通
事
故
に
遭
い
、
右
足
を
切

断
。
左
足
も
ま
ひ
す
る
大
け
が
を
負
い
ま
し
た
。
脳

挫
傷
で
意
識
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
足
が
な
い
こ
と
に

気
付
い
た
の
は
、
事
故
後
１
カ
月
ほ
ど
経
過
し
た
頃

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
は
、
写
真
の
よ
う
に
ボ
ー
ト
は

後
ろ
向
き
で
進
み
ま
す
。
ペ
ア
で
は
進
行
方
向
側
が

後
ろ
、
ス
タ
ー
ト
側
が
前
に
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
の
半
分
、
直
線
１
０
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
す
。
ペ
ア
を
組
む
駒
崎　

茂
さ
ん
（
53
歳
）
も
、

41
歳
の
と
き
に
交
通
事
故
で
両
足
を
切
断
し
ま
し
た

が
、
水
泳
で
鍛
え
た
上
半
身
の
力
に
よ
り
両
足
義
足

で
パ
ワ
ー
を
出
し
ま
す
。
２
人
は
、
腕
と
上
体
を

使
っ
て
オ
ー
ル
を
こ
ぎ
、
他
チ
ー
ム
と
覇
を
争
い
ま

す
。

　

有
吉
さ
ん
は
、
今
の
自
分
を
「
障
が
い
を
受
け
入

れ
る
し
か
な
い
と
悟
っ
て
、
人
間
的
に
大
き
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
け
が
を
し
て
い
な
か
っ
た

ら
、
こ
う
し
た

変
化
は
な
か
っ

た
か
も
」
と
自

己
を
前
向
き
に

見
つ
め
て
い
ま

す
。

　

彼
女
の
健
闘

を
、
心
か
ら
祈

り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
中
野
島
児
童
館
・
児
童
ク
ラ

ブ
お
よ
び
公
園

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
裕
義
様
か
ら

子
育
て
支
援
施
策
推
進
の
た
め

●
金
50
万
円

楠
根
町　

谷　

敬
二
様
か
ら
阿

南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

那
賀
川
中
学
校
へ

●
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
１
本

王
子
ネ
ピ
ア
株
式
会
社
様
か
ら

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
南
市
活
竹
祭
出
演
者
募
集

　

第
25
回
阿
南
市
活
竹
祭
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。

開
催
日
時　
11
月
19
日
㈯　

午
前

９
時
～
午
後
３
時
30
分

開
催
場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん

駐
車
場
（
荒
天
時
は
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ

あ
な
ん
２
階
大
会
議
室
で
実
施
）

募
集
団
体　

阿
南
市
在
住
の
方

で
、
地
元
伝
統
芸
能
・
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
８
組
（
大

人
の
部
３
組
・
子
ど
も
の
部
５
組
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

出
演
時
間　
１
組
10
分
以
内
（
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
時
間
を
含
ま
な
い
）

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
９
月
15
日
㈭

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）参
加
資
格
審
査

申
請【
追
加
申
請
】の
受
付

　

平
成
28
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
28
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
1
日
㈭
～
30
日

㈮
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
業
種
に
つ

い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事
が
実

施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
る

べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
電
子
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
す
る
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必

要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
講
演
会

日
時　
９
月
22
日
㈷　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー　

研

修
室
Ａ
・
Ｂ

講
師　
増
田
喜
昭
さ
ん
（
子
ど
も

の
本
屋
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
店
主
）

主
催　
お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
図
書
館

（
☎
42

－

３
１
１
１
）
へ

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
に
つ
い
て
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と

し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納
期

限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
は
、
口
座
振
替
納

付
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
口
座
届
出
印
）
し
、

金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

阿南市では、男女共同参画の推進について「阿南市男女共
同参画審議会」を設置し、審議をしていただいています。
現在の審議委員の任期が今年９月末で終了することに伴
い、新たに公募委員を募集します。
応募資格　次の要件すべてに該当する方

▼市内在住の18歳以上の方（平成28年４月１日現在）

▼阿南市の男女共同参画推進について関心のある方

▼平日の会議（年２、３回程度）に出席できる方

▼市が設置した他の審議会等の委員でない方

▼国および地方公共団体の職員、常勤の公務員でない方
募集人員　3人以内
任期　平成28年10月１日から２年間
応募方法　所定の応募用紙（人権・男女参画課備え付けま
たは市ホームページ掲載）に必要事項を記入し、「阿南市
における男女共同参画の推進に対する考え方および応募の
動機」（様式自由800字程度）を添付のうえ、人権・男女
参画課まで提出してください。郵送、ファクス、電子メー
ルでも受け付けます。
選考方法　阿南市男女共同参画審議会公募委員選考委員会
で審査し決定します。なお、応募書類については返却しま
せんのでご了承ください。
募集期間　９月１日㈭〜15日㈭
提出先・問い合わせは　

〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　人権・
男女参画課（☎22−7401・FAX22−4785）へ
e-mail:josei@city.anan.tokushima.jp

男女共同参画審議会
「公募委員」を募集

練習する有吉利枝さん（左）と駒崎　茂さん（右）
（写真提供：朝日新聞社）
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美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て
〜
下
水
道
〜

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

連
載
㉚下

水
道
の
日

　

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
立
春
か
ら
数
え
て
２
２
０

日
目
に
あ
た
る
9
月
10
日
は
「
二

百
二
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
は
つ
か
）」

と
呼
ば
れ
、
大
雨
に
注
意
す
る
日

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で

あ
る
雨
水
排
除
に
通
じ
る
と
さ
れ
、

下
水
道
の
普
及
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
「
下
水
道
の
日
」
と
し
て
こ

の
日
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
富
岡
町
の
下
水
道

　

富
岡
町
で
は
下
水
道
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
岡
町
の

下
水
道
は
雨
水
と
汚
水
を
別
々
に

処
理
す
る
「
分
流
式
」
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。町
内
に
降
っ
た
雨
は「
富

岡
雨
水
ポ
ン
プ
場
」
に
送
ら
れ
、
桑

野
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭

か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水

は
七
見
町
の
「
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

に
送
ら
れ
、打
樋
川
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
を
！

　

下
水
道
は
、
居
住
環
境
を
衛
生
的

で
快
適
な
も
の
に
し
、
河
川
や
海
な

ど
の
水
環
境
の
保
全
に
も
役
立
つ
大

切
な
施
設
で
す
。
で
す
が
、
供
用
開

始
地
域
の
各
家
庭
や
事
業
所
等
が
下

水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

｢

美
し
い
あ
な
ん｣
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平成27年度 富岡町の下水道接続状況（累計）
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下水道マスコットキャラクター「スイスイ」
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件数　620 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平 成 27 年
度の接続率
は 51.6 ％
でした。

那賀川流域をサイクリングする大会の参加者を募集します。

開催日時　11月27日㈰　9:10スタート（受付7:40～）
　　　　　※小雨決行
エントリー種目　
Ａコース　118㎞	 那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅

鷲の里→阿南鷲敷日和佐線→徳島県企業局川
口ダム管理所→那賀町木沢支所折り返し　　　　　　

Ｂコース　47㎞	 那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅
鷲の里→阿南鷲敷日和佐線→徳島森林づくり推進機構前折り返し

参加資格　Ａコースは６時間以内、Ｂコースは３時間以内で完走できる方
　　　　　※未成年者は保護者の同意が必要です。
定員　500人（先着順で受付を行い、定員に達し次第、締め切ります）
参加料　大人4,000円　中・高校生3,000円
申込締切日　10月21日㈮（必着）
※申込方法等、くわしくは市ホームページをご覧いただくか、大会事務局へお問い合わせください。
問い合わせは　那賀川流域センチュリーラン大会事務局
　　　　　　　（スポーツ振興課内☎22−3394・FAX22−4785）へ

第27回 那賀川流域センチュリーラン参加者募集

　熊本地震発生から２カ月がたつ頃、益城町では、家屋被害認定の一次調査を終
え、被災者の方から調査の再申請を受けた二次調査を進めている状況であった。
　益城町では、再申請の件数も多く１日でも早い調査の完了をめざし関西広域連
合に対して調査員の派遣要請を行った。その中で私たちは、徳島県職員とともに
二次調査第４陣として７月６日から７日間、被災宅地の調査業務に従事した。そ
こで、私は「被災地域と支援をつなぐ体制づくり」の大切さを感じた。
　私たちの調査は、内閣府の定める認定基準を基に益城町で決められた独自の判
断基準にのっとって家屋被害の程度を「全壊」、「大規模半壊」、「半壊」、「一部損
壊」、「損害なし」に分類していくことである。しかし、土地勘の無い支援者だけでは被災の跡が色濃く残る地域
で調査地まで向かうのは困難であった。そこで益城町では、益城町民の方がボランティアとして、支援者を現場
まで案内し調査の手伝いまでしていただける仕組みが出来上がっていた。本調査業務では、町職員や町民ボラン
ティア、支援者のそれぞれの役割がはっきり決まっていて支援活動が円滑に進められている。被災地では、当然
ではあるが町職員を含め益城町に住むすべての人が被災者であり、その中でボランティア・支援者が復興のため
に尽力するためには被災者の協力がなくてはならないということを、私は支援活動を通じて知った。

　この経験をふまえて、本市においても今後起こりうる可能性がある南海トラフ
巨大地震の備えの１つとして、被災後の地域の協力、ボランティアや支援者の行
動を迅速に受け入れ、復興につなげることができる準備や体制を整える必要があ
ると感じている。
　支援活動を通し、益城町を見渡すと被災し損傷した建物に雨漏り防止のため屋
根にブルーシートをかぶせた光景と全壊したままの建物がまだまだ見受けられ
た。復興にはまだ時間が必要だと思うが、１日１日着実な復興活動により、１日
でも早くありふれた日常が訪れることを心から願っている。

平成28年熊本地震　被災地支援活動からのメッセージ

二次調査のようす

被災地域と支援をつなぐ� 　住宅・建築課　技術主任　島田祐輔

　関西広域連合徳島県支援チームの一員として被災地支援活動に従事した職員が、被災地で感じたこと
学んだことを報告します。

調査出発前ミーティングのようす

元プロ野球の監督や選手を講師に迎えて実施する合宿「プロ野球ＯＢクラ
ブベースボールウインターキャンプ in阿南」の参加者を募集します。
日程　
▶12月23日㈷　12:30～受付、13:00～説明、14:00～練習・指導、
18:00～夕食・交流会、19:30～グラブ手入れ講座、22:00～消灯・就寝
▶12月24日㈯　6:30起床、7:30～朝食、9:30練習開始、12:00～昼食休憩、
13:00～16:30練習、18:00～夕食交流会、22:00〜消灯・就寝
▶12月25日㈰　6:30起床、7:30～朝食、9:30練習開始、11:50練習終了、
12:00閉会式・サイン会、13:00終了
場所　ＪＡアグリあなんスタジアム、
　　　あななんアリ―ナ（県南部健康運動公園内）
宿泊施設　寿殿えもと（桑野町）
対象　全国の小学４～６年生の男女（野球経験不問）
募集人員　70人（最小催行人員50人）
参加費用　市内在住の方　15,000円、市外在住の方　30,000円
指導講師　佐々木恭介（元近鉄監督）、八木　裕（元阪神）、山崎慎太郎（元近鉄）
応募方法　11月30日㈬までに、野球のまち推進課へお申し込みください。
主催　阿南市、公益社団法人全国野球振興会（プロ野球ＯＢクラブ）
申込み・問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

キャッチボールクラシッ
クとは９人で１チーム
を５人と４人に分け、リ
レー形式でキャッチボー
ルを２分間に何回できる
か競う競技です。各カテゴリーの優勝・準優勝チー
ムは12月４日㈰に山梨県甲府市山日YBS球場で
開催される全国大会の出場資格が与えられます。
日程　11月３日㈷　13:30～16:00
場所　あななんアリ―ナ（南部健康運動公園内）
対象　▶小学生９人で編成のチーム
　　　▶中学生９人で編成のチーム
参加費　無料
持参物　グローブ、ボール（日頃使っているボール）
当日の服装　野球のユニホーム、シューズ
申込方法　10月７日㈮までに野球のまち推進課
へお申し込みください。
申込み・問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

「プロ野球ＯＢクラブ
ベースボールウインターキャンプ in 阿南」
参加者募集

キャッチボールクラシック
全国大会徳島県予選
出場チームを募集
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2015年７月からバングラデシュへ派遣されていましたが、情勢不安のため、３月下旬からバヌアツへ振替派遣
されました。バングラデシュの人質テロ事件でお亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りし、お悔やみ
を申し上げます。途上国の発展に尽力された方々が事件に遭われたことは本当に残念ですが、バングラデシュや
イスラム教、そして海外へ出掛けることに恐怖心ばかりを抱かないことを願います。報道だけに頼らず、自分で
学び、感じ、考えることが自分の世界を広げる方法ではないかと思います。
さて、バヌアツがどこにあるかご存知ですか。オーストラリアの東に位置し、南太平洋に浮かぶ大小83の島か
ら成る国です。全て寄せ集めても新潟県ほどの国土に約26万人が暮らしています。町を歩けば高い確率で親戚

や友達に会い、あいさつを交わす姿が見られます。人々の穏やかさと優しさ
を象徴するように、目が合えば自然と笑顔が生まれる光景が印象的。1980年
にイギリスとフランスの共同統治から独立し、現在は公用語として英語、仏語、
ビスラマ語が話されています。バンジージャンプ発祥の地であることや、世界
で一番火山の噴火口に近づけることで知られ、多くの観光客でにぎわう国です。
次回は、私の活動内容や離島のようすをご紹介します。アレ！（ビスラマ語で
さようなら）

青年海外協力隊員からの手紙
～バングラデシュから新しい任国、バヌアツへ～

渡邊李里紗さん

オーストラリア

Vol.2

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

○四国アイランドリーグ公式戦
７日㈬　18:00～　徳島対香川

○マスターズ甲子園徳島大会
３日㈯　8:30～　　11日㈰　8:30～

○阿南市高校新人交流戦
４日㈰、10日㈯　8:30～

○徳島県高校野球秋季大会
19日㈷、22日㈷、24日㈯、25日㈰　8:30～

○プライドジャパン甲子園四国大会
17日㈯　8:30～

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

９月の日程

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○パステルアート展　～11日㈰まで
○ドールハウス・ミニチュア　13日㈫～25日㈰
○わたしのハンドメイド　27日㈫～10月10日㈷
■体験コーナー

○パステルカラーで絵を描きましょう
４日㈰　13:30～15:30
【申込締切日】２日㈮　　【参加費】1,000円　
【定員】５人　　【持参物】なし

○ＬＥＤグラス体験
24日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】23日㈮　　【参加費】500円
【定員】20人　　【持参物】ビン（コーヒービンなど）

問い合わせは　
阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

９月の催し

●教育長報告
　①学校訪問を終えて
　②管理職登用審査状況について
　③消費者教育について
　④市中総体結果について
　⑤市Ｐ連球技大会結果について
●平成28年度阿南市体育祭について（スポーツ振興課）
●平成28年度学校給食基準給食費について（学校給食課）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

上水道施設の適正な管理と漏水等の復旧作業を迅速にできる
ようにするため立ち入り調査を行い、上水道情報管理データ
の整備をしています。調査を行う際は事前にお知らせします
ので、ご協力ください。
調査対象地区　羽ノ浦町
調査内容　 ▼道路内の水道管の埋設位置や弁栓類の調査

▼各戸の量水器の位置確認
期間　９月～３月末日まで（予定）
※調査員は阿南市水道部委託者の腕章をつけ、調査業務従事
者の証明書を携帯しています。ご不明な点がありましたら
お尋ねください。

問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

７月定例会（７月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

量水器の位置確認の調査にご協力ください

私は大学卒業後、すぐに地域おこし協力隊として阿南市に来ました。今まで、一度も四国に来たことがなかった私
がなぜ阿南市を選んだのか、そして加茂谷を選んだのか。私は「直感です」と答えます。地域おこし協力隊の募集
ページで見つけた一枚の写真。鯉のぼりが川に吊られたお祭りの写真に衝撃を受け、ここはおもしろそうだと思い
ました。５月には実際に加茂谷の鯉まつりを体験し、川沿いの解放感と地域住民のチームワークを肌で感じること
ができ、とてもいい経験ができました。移住してきて４カ月が経ち、初めての一人暮らしに戸惑い、悩むこともあ

りますが、地域の方々の支えにより元気よく活動することができています。
加茂谷には、日本三大怪猫伝で知られるお松大権現があります。年間約７万人が
訪れるお松大権現には毎年県下の高校生が受験や部活動の必勝祈願に訪れます。
実は、お松大権現に置いてある招き猫のほとんどが常滑焼。私の出身地である愛
知県常滑市から来ています。移住してくるまでそのことは知らず、初めて訪れた
時は驚きました。左手を上げている招き猫は「人を招く」と言われていますが、
ひょっとすると私は、この招き猫に招かれて今、この土地にいるのかもしれませ
ん。人とのつながりや縁の大切さを日々感じながら過ごしています。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

渡辺 敏郎さん
（加茂谷地区）

vol. ２

「外に働きに出たいけど、子育て・介護でなかなか
出ていけない…」このような悩みをお持ちの方、時
間や場所にとらわれないテレワークという働き方を
ご存じですか。ワークショップでは、テレワークの
概要や、在宅でできる仕事の内容等について、現役
の女性テレワーカーから話を聞くことができます。
また後日、希望者に対してテレワークの実務研修講
座を開催する予定です。
お子さま連れや幅広い年代の方、家庭と仕事を両立
できる新しい働き方の実現に、一歩踏み出してみま
せんか。
対象　市内在住の女性
日時　９月27日㈫　10:00～12:00
場所　富岡公民館1階　和室
定員　10人（先着順）　　参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号、お子さま
連れの場合はお子さまの年齢を記入のうえ、電話、
ファクスまたははがきでお申し込みください。
申込期間　9月1日㈬～15日㈬（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　男女共同参
画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

ささゆり通信第83号

女性のための働き方
ワークショップ参加者募集
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・
家
族
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

際
の
連
絡
方
法

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

羽
ノ
浦
町
交
番
の
一
時
移
転

　

羽
ノ
浦
町
宮
倉
に
あ
る
「
羽
ノ

浦
町
交
番
」
は
、
こ
の
度
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
建
替
工
事
（
本

年
８
月
下
旬
か
ら
来
年
３
月
末
ま

で
の
予
定
）
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、「
那
賀
川
町

北
部
駐
在
所
」
に
交
番
機
能
を
移

転
し
、
羽
ノ
浦
町
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
住
民

の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
。

移
転
先　
那
賀
川
町
色
ケ
島
向
原

88
番
地　

那
賀
川
町
北
部
駐
在
所

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）、
羽
ノ
浦
町

交
番
（
☎
44

－

２
５
５
０
）
ま
た

は
那
賀
川
町
北
部
駐
在
所
（
☎
42

－

０
５
５
４
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

221件（1,437）
0人（    3）
21人（185）

救急 件　数
搬送人員

340件（2,037）
332人（1,982）

火災 件　数
損害額

4件（  25）
74千円（12,810千円）

●阿南署管内平成28年７月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。
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